
令和2年2月定例会 一般質問資料
三度のメシより佐渡が好き！！！ 政風会 幹事長 室岡啓史

◎佐渡アイランド集落ツーリズム構想の実現に向けて
【しごとづくり】【ひとづくり】【まちづくり】のプランニング
に関する確認と提案

▼4年間に渡る三浦市政と室岡の一般質問についての総括
(01)佐渡アイランド集落ツーリズム構想の実現
(02)文化財・伝統建築を建築基準法対象外とする条例制定
(03)農林水産業の再隆盛戦略
(04)理念条例3案（市民の日、乾杯、おもてなし条例）
(05)特定有人国境離島地域社会維持推進交付金
(06)三資産プロモーション×芸術祭の実現
(07)定量分析、資料の見える化の重要性
(08)新しい佐渡市奨学金制度のあり方
(09)小学校区単位を原則とする地域づくりのあり方
(10)食と旅行商品とエネルギーの地産地消推進
(11)環境の島づくり
(12)高齢者が元気に輝き続けるムラづくり
(13)子育てしやすい島づくり
(14)持続可能な環境の島づくり
(15)佐渡の空き家3,000棟の利活用

令和2年3月5日（木）
午前1０時０0分～＠佐渡市議会

http://hiroshimurooka.com/documentandscript_202002



▼『佐渡アイランド集落ツーリズム』構想とは・・・ 2

佐渡の農山漁村の生業を大切にし、

集落でかけがえのない時を過ごす

人と人とがつながっていく世界観

【出典】集落のプロモーションビデオのたたき台（制作：スタジオママクワンカ）

2019年12月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼平成30年度設立予定の佐渡版文化振興財団について 3

2017年度6月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

▼古建築を修繕するハード整備の可能性について

佐渡に数多く現存する寺社仏閣、神社に併設される35の能

舞台、重要文化財である茅葺などの古民家の整備といった

ハード面について、文化振興財団の活躍が期待される。

また、DMOの視点からも有効な観光資源ともなりえる。

▼寺社仏閣や古民家の状況について

佐渡は日本の中でも、トップクラスに人口あたりの寺社仏閣

が多いと言われている。

佐渡島内に、およそ480の寺社仏閣があると言われている。

⇒人口57,000人：およそ120人に一つの計算である。

また、古民家についても農山漁村の多様性を持つ古民家が

数多く残されている。古民家に限らず利活用可能な住居は

約3,000棟あると言われている。

▲国指定重要文化財（建造物）北條家住宅

▲山本悌二郎氏の別邸であった茅葺の松雲荘▲茅葺の寿命は短く高価。⇒現代のふき替えシステム必要。



▼林業の再隆盛戦略：アテビ利活用の参考画像 4

・ご当地アロマとして、アテビのアロマオイル(アロマウォーター)を生産する。⇒女子旅のお土産に最適

・アテビの間伐材・端材を活用した風呂フタ⇒アテビの香りが漂い、ユニットバスのメンテナンスも楽。

香りが薄くなったら、アテビのアロマオイルを風呂フタに振りかければ、また香りが風呂中に漂う。

・製材は森林組合や、木材業者に依頼する。最終余材は、バイオマス発電に活用する。

・アロマオイル(アロマウォーター)生産は補助金を活用してプラント整備し、廃校等既存施設を活用する。
※実現化には、アテビの会、林業実践者大学、森林組合、民間企業、NPO、佐渡市等の多くの関係各所のご協力が必要です！

【出典】ウェブサイト：アロマ＠癒し生活 【出典】ウェブサイト：キシルネットワーク【出典】ウェブサイト：kakuhon.exblog.jp ＆ 無垢材の四国加工

【出典】ウェブサイト：らしさ提案プロポトゥ

※１０キロのチップから抽出
できるオイルはわずか
２５ミリリットルだそうです。

【出典】ウェブサイト：四万十とおわ村 ※高知県の森林率：84％⇒はちよんプロジェクトとして様々な商品開発を展開中！

2016年12月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼理念条例3案の関係性について 5

◆【A】心の佐渡市民の日（仮称）

∟ 三度のメシより佐渡が好き！！！

【アンケート調査】佐渡市民 約100人に聞きました！

≒プレパブリックコメント のご報告

▼マイルストーン

平成ｎ年度06月議会：パブリックコメント実施

平成ｎ年度09月議会：議会上程、審議を経ての議決

平成ｎ年度12月議会：補正予算で予算約100万円議決

平成ｎ年度03月議会：平成ｎ年度 3月10日

⇒第一回心の佐渡市民の日実施！

▼『佐渡準市民制度』の名称変更『心の佐渡市民』へ

57,000人 ＋ 8,000人 ＋ 50.4万人 という考え方

2017年3月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

◆【C】心の佐渡市民おもてなし条例（仮称）

⇒ 本当は365日が心の佐渡市民の日

※佐渡市執行部と観光戦略官の作成したたたき台を活用する。

◆【B】佐渡の地酒で乾杯条例（仮称）

∟ 三度のメシより酒も好き！！！

＋ 佐渡版3010運動 ＝ 310運動

＆ 地産地消推進条例 ⇒さらに認知度と実績を向上

∴【A】 ＋ 【B】 ⇒ 【C】のイメージ

（佐渡市民）（佐渡準市民）（観光客）



▼特定有人国境離島地域社会維持推進交付金について 6

2017年度6月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

◆「もう一泊」したくなる地域の魅力の商品化

その訴求方法（滞在型観光促進対策）の状況

滞在型観光促進はまさに観光地域づくりを推進する

佐渡版ＤＭＯとも相通ずるところだと考える。

▼『佐渡アイランド集落ツーリズム構想』との関連

佐渡の農山漁村の生業を大切にし、集落でかけがえの

ない時を過ごす人と人とがつながっていく世界観

の実現において、「もう一泊」の考え方は重要である。

◆ 雇用機会拡充事業（佐渡市雇用機会拡充事業補助金）

不正は悪だが、失敗は悪ではない。
むしろ失敗は成功の母である。
募集要綱の条件が厳しすぎると、やってみようというチャ

レンジ精神をそいでしまうリスクがあるということに留意

▼10代、20代の若者の起業支援に関する状況について

創業支援ネットワークと若者の起業が連携できないか。

『若者が起業する島づくり』によって、アクティブシニア

も輝き、若者も輝く島のブランディングにつながる。
【出典】内閣府 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/kokkyouritou/pdf/koufukinseidogaiyou.pdf



▼さどの島銀河芸術祭の拡大解釈の可能性について② 7

芸術 自然自然的
芸術

芸術的
自然

インスタレーション＆
芸能など元々ある芸術

全島10のジオスポット
奇岩や断層や自然風景

7つの構成資産
浮遊選鉱場、大間港etc

環境共生型農業
水田/棚田とトキ

⇒世界遺産暫定リスト ⇒世界農業遺産
⇒日本ジオパーク

2017年度9月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

⇒さどの島銀河芸術祭

◆芸術と自然は対義語である。

⇒アート（新たに用意する数十カ所）のみならず、今ある佐渡の資産を有効に活用する！ ∴拡大解釈する！



▼『ＰＤＣＡサイクル』と『好奇心』の重要性について 8

◆PDCAサイクル 【出典】Wikipedia

（PDCA cycle、plan-do-check-act cycle）

事業活動における生産管理や品質管理などの管理業務を

円滑に進める手法の一つ。 Plan（計画）⇒ Do（実行）

⇒ Check（評価）⇒ Act（改善）の 4段階を繰り返す

ことによって、業務を継続的に改善する。

2017年度12月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

◆室岡の考える

議員の職能とは ・・・『知りたがりのへちこうぜい』

市職員の職能とは・・・『知りたがりのやりたがり』

◆好奇心とは・・・物事を探求しようとする根源的な心。

⇒社会人として、好奇心＝知りたがりの心を持って仕事

に従事することで、最良の結果が得られると考える。



▼平成31年度 佐渡市 奨学金制度をご利用ください！ 9

2019年3月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

【出典】市報さど 平成30年12月号



▼小学校区単位を原則とする地域づくり①⇒②⇒③⇒④ 10

②RMO ①CS

④CCRC③DMC

RMO CS

CCRCDMC

佐渡の明るい未来
小学校区単位を原則
とする地域づくり

防災・減災のソフト/ハード整備
③旅行商品の
地産地消を

推進する民間企業

②地域運営組織

④高齢者が
元気に輝き続ける

ムラづくり

①学校運営協議会
コミュニティ

スクール

Destination 
Management 
Company

地域振興課 学校教育課

観光振興課 企画/高齢福祉課

◆佐渡市における『地域運営組織(RMO)』

NPO法人かみえちご山里ファン倶楽部の関原剛氏

「地域づくり公開セミナー」 (2017/7/3)にて

佐渡市の地域運営組織の適正な規模としては、

22の小学校区が最も近いイメージ。

⇒『学校区』を原則に地域づくりを進めるべき！

各RMO
集落支援員（地域活動支援員）

地域おこし協力隊：嘱託職員

※事務局長的に地域に根差した活動を行う人材

※得意分野を生かした助言、自ら汗もかく人材

『学校区』を原則に

⇒『地域運営組織(RMO)』に集落支援員（地域活動支援員）

と地域おこし協力隊を招聘、配置するという考え方

22＋1322を原則

13～22 13～22

小 中

Community
School

Region 
Management 
Organization

Continuing 
Care 
Retirement 
Community

総務省 文科省

観光庁 内閣府
『果敢に課間連携』

教育長の答弁
地域づくりの
一翼は担える

市長の答弁
それぞれの

地域特性に合う
地域づくりが必要

2019年9月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼『佐渡アイランド集落ツーリズム』構想の実現 (ver2.0) 11

2018年9月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

エコ

エコ

と 旅行商品

と 関係人口

ほぼ
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2019年6月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

▼『自然エネルギーの島 構想 ～離島の再エネ導入促進に向けた取組～』

【出典】自然エネルギーの島 構想∼離島の再エネ導入促進に向けた取組 - 新潟県
http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Article/111/709/simakousou_726504,0.pdf

【出典】日本経済新聞 WEB版 2019/2/7
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO40979100W9A200C1L21000/

◆新潟県と東北電力は2019年2月6日、再生可能エネルギーの導入推進
など6項目から成る包括連携協定を締結。

花角知事は「佐渡や粟島でエネルギー関連の色々な試みを実施し、世界に
誇れる最先端の地域になれるよう取り組んでいく。将来的に100%自然
エネルギーでまかなえる島にしたい」と期待を込めた。



▼2030年までに佐渡の関係人口100万人を目指す！ 13

2019年3月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

◆佐渡観光交流機構としての定量的目標
佐渡の関係人口指標である『さどまる倶楽部』の会員
数増加にも向けて引き続き努力を！(現在約16,000人)

【出典】https://www.city.sado.niigata.jp/support_sado/

【出典】ぐりーん・もあ 83号 | 国土緑化推進機構

▼『関係人口』とは観光以上、定住未満の広い概念

リタイア世代の方々をメインターゲットとして、トキ
ガイド・佐渡金銀山ガイド・ジオパークガイド養成講
座への受講促進を一層強め、佐渡のガイドとして観光
のお客様とのふれあいの中で、佐渡のファンを増やし
ていただき、佐渡の関係人口増大へとつなげて行ける
のではないか。



▼基金としても、切れ目のない子育て支援を！ 14

◆結婚・妊娠・出産・育児等の切れ目のない子育て支援

大学進学等に活用する奨学金制度をも関連付けて、

『子育てほぼゼロ円の島づくり』とキーフレーズ化し、

発信・改善し続けるべきであると考える。そのことによ

り、佐渡に住む子育て世代の方々が、より幸せな生活を

営むことができるようになるのではないか。

【出典】子育てするなら長和町 http://www.nagawa.ne.jp/

『子育てほぼゼロ円の島づくり』
とキーフレーズ化すべき！！！

佐渡市の
奨学金活用

国の留学
奨学金等活用

①『子ども未来応援基金』⇒対象：0～18歳を原則

②『若者未来応援基金(仮称)』⇒対象：15～24歳を原則

2019年3月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会



▼ＳＤＧｓの取り組み ⇒ ＳaＤoＧｓへ 15

2019年9月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

◆ＳＤＧｓとは・・・

持続可能な開発目標のことで、

Sustainable Development  

Goalsの略。2015年に国連本部

で日本を含む193の加盟国の合意

の下で採択された「世界を変革す

るための17の目標と169のター

ゲット」のこと。持続可能性を地

球規模で考えた時に、非常に重要

な目標であり、一部民間企業や

日本青年会議所等も力をいれて

ＳＤＧｓの実現に取り組もうとし

ている状況にある。

【出典】【１分で分かる】世界を変革するための１７の目標「SDGs」ＳＤＧｓ
a o a h

i
m
a

◆佐渡市の取り組み・・・

トキとの共生を目指す環境共生型農業をはじめとする生物多様性の推進、

レジ袋の有料化、消費者協会が取り組む３０１０運動、クールビズや

ゴーヤカーテンをはじめとするクールチョイスなど、既に佐渡市として

取り組んでいるＳＤＧｓはたくさんある。

⇒まずは情報の整理、佐渡市将来ビジョンへの掲載をするべき！
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【出典】特定非営利活動法人 日本民家再生協会主催 第22回「民家フォーラム2019」＠金井能楽堂 http://www.minka.or.jp/news/2019/10/10121013-222019-fd0f.html

シンポジウム＠金井能楽堂に島内・島外１００名超が参加！

集落ツーリズム＠国指定の重要文化財『北條家』等を見学！

空き家利活用 の 機運を醸成！

▼3,000棟ある佐渡の空き家を燦然(さんぜん)と輝かす！

2020年2月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会


